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1．はじめに 

 関東平野などの大規模な堆積平野では周期１秒か

ら 10 数秒の帯域のやや長周期地震動が卓越した地

震記録がしばしば観測される。こうした平野部のや

や長周期地震動は平野部の堆積層で増幅した表面波

が主成分であり，その予測には震源特性と震源から

観測点の間の深部地盤のＳ波速度構造の影響を適切

に評価することが重要であるとされている（工藤，

2006）。著者らのグループでは、関東平野での微動

探査の結果をまとめて，深部地盤の３次元Ｓ波速度

構造モデルを提案した（山中・山田、2002）。さら

に，得られた地下構造モデルを用いて中小地震で観

測されたやや長周期地震動の再現を試みている（山

田・山中，2003）．しかし、微動探査が行われてい

る地点が偏在しており，関東平野北部や東部では探

査地点が少なく，やや長周期地震動の評価には必ず

しも十分なモデルではなかった。 

本研究では，関東平野北部や房総半島東部地域

において微動のアレイ観測を実施し，さらに，他の

研究機関や自治体などで実施された既存の微動アレ

イ観測によるレイリー波の位相速度データも収集し，

それらのデータを統合して関東平野の深部地盤のＳ

波速度構造の 3次元モデルを構築することを目的と

している。さらに，この地下構造モデルを用いて，

関東平野で観測されたやや長周期地震動のシミュレ

ーションを行い，地下構造モデルの妥当性を検討す

ることも目的のひとつである。 

 

2．レイリー波の位相速度の分布 

 図１は，今回新たに微動探査を実施した地点と既

往の探査によって位相速度データが得られている地

点の位置を示している。図に示されている既往の微

動探査は，神野(2001)，山中・山田 (2002)，松

岡・白石(2002)，松岡ほか（1996），東京都(2003)，

千葉県(2003) 神奈川県(2002)，横浜市(2000)，川

崎市(2000)などによるものである。さらに，山中・

山田（2002）で引用されている文献によるデータも

用いている。図１でもわかるように，上述のように

北関東や房総半島東部では，既存の微動探査が少な

かったことを考慮して，新たにこの地域の 28 地点

で微動探査を実施した。観測の概要は，山中ほか

（2004）でも報告されている。以上の地点数は総計

235 地点であり，山中・山田(2002)で用いられたデ

ータ数から大幅に増加している。 

 

図１：微動探査が実施された地点  
○は、本研究による観測地点 

 

本研究で実施した 28 地点での微動探査では，山

中・山田（2002）と同様の方法でレイリー波の位相

速度を求めた。得られた位相速度の例を図２に示す。

これらの位相速度は，図１の A-line に沿ったいく

つかの観測点で得られたものである。房総半島南部

のＫＹＮでは，すべての周期帯域で位相速度が大き

く，地震基盤までの深度が浅くなっていると考えら

れる。ＫＭＴでは，約１秒以上の周期で位相速度が

急に大きくなり，浅い部分の地層の厚さが薄いと考

えられる。一方，ＭＴＯでは，ほぼすべての周期帯

域で位相速度は小さく，堆積層の厚さが厚いか低速

度であることを示唆している。 

図３には，全地点での位相速度データの周期別

の数，平均位相速度およびその標準偏差が示されて

いる。周期 0.8 秒から 3秒の間でデータ数が多いが，

それより長周期ではデータ数が急激に少なくなる。

これは，観測時に展開されたアレイの大きさや微動



 

 

の振幅スペクトルの低下などの理由によると考えら

れる。一方，これらの微動探査の多くでは，やや深

い地盤の探査を対象にしていることから，周期 0.5

秒以下でデータ数が非常に少なくなっている。平均

位相速度は，すべての周期範囲で比較的スムーズな

ものとなっており，周期２秒程度まで 1km/s 以下で

ある。堆積層が薄い地点（例えば，図２の KYN な

ど）では，比較的短周期で位相速度が大きくなり，

長い周期での位相速度が得られていない場合が多い。

したがって，より長周期まで位相速度データが得ら

れている平野中央部の観測地点での結果が長周期側

の平均位相速度に反映された形となっており，堆積

層が厚い関東平野の位相速度の特徴が表れていると

考えられる。位相速度の標準偏差は，周期１～４秒

で大きくなり，この周期帯域で位相速度が空間的に

著しく変動していることを示している。周期４秒以

上の長周期成分では，ばらつきは小さくなり，当然

のことながら波長が長くなるために空間的な変動が

小さくなっていると考えられる。 

 

 
図２：観測された位相速度の例 

 

 

図３：すべての地点での位相速度の周期別のデータ

数、平均値、標準偏差 

 

3．Ｓ波速度構造の推定 

図１のほとんどの地点では，やや長周期帯域の

レイリー波の位相速度データを用いて，すでに 1次

元 S波速度構造が推定されている。しかし，それぞ

れの推定結果では，速度構成などが一致していない

ことが多い。これらのデータをまとめて 3次元モデ

ルを作成する際には，Ｓ波速度が共通であることが

望ましい。そこで，すべての位相速度データに対し

て統一した基準で逆解析を再度行うことにした。 

逆解析では，水平成層での基本モードのレイリ

ー波を仮定し，山中・石田（1995）の遺伝的アルゴ

リズムを用い，周期 におけるレイリー波の位相速

度の観測値 と理論値 誤差の L2 ノルムで定義され

る誤差が最小になるモデルを探索する。   

ここでは，山中・山田（2002）を参考にして，４

層構造を仮定し，表層を除く３つの層の S波速度を

1.0、1.5、3.0km/s と固定して、表層の S 波速度と

３つの堆積層の厚さを決めるべきパラメータとして

逆解析を試みた。こうした統一して逆解析すること

で同じ速度の層構成となるので，位相速度の大局的

特徴を満たしながら，３次元モデルの構築を容易に

する地下構造データを得ることができるという利点

がある。 

上記のような逆解析を各地点での位相速度の観

測値に適用し，地震基盤までの 1次元 S波速度構造

を推定した。図４には，図２で示した位相速度の逆

解析によるＳ波速度構造が示されている。表層のＳ

波速度は，0.3 から 0.65km/s と場所による違いが

大きい。これは，沖積世の表層の有無などによって

生じているものである。地震基盤の深度は，房総半

島中央部で深くなり，北および南部で浅くなる盆地

状の構造となっている。また，Ｓ波速度 1.5km/s を

有する層は，房総半島の南側では厚く，北側では薄

いという結果となっている。地質学的には，関東平

野北部では三浦層群が薄くなっており，この層が三

浦層群に対応していると考えられる。 

 

 
図４：逆解析によるＳ波速度構造モデル 



 

 

上記のように，表層を除く３層の S 波速度を 1.0，

1.5，3.0km/s に固定した位相速度の逆解析を全地

点について行った。それらの結果をまとめて，各層

の深度分布図を作成した。Ｓ波速度 3km/s を有する

地震基盤上面の深度分布図を図５に示す。最深部が

房総半島中心部で，深さ 4km に達している。また，

横浜市中心部の地域でも深さが 3.5km と深くなって

いる。この袖ヶ浦から横浜の間の地震基盤が深い地

域は，大局的に負の重力異常の大きい地域（駒澤・

長谷川，1988）と同様の傾向である。一方，平野北

部では基盤深度は 2km 以下と浅い。また，その他の

地域では平野端部を除いて 2.5km 前後の地震基盤深

度である。 

 

図５：地震基盤深度分布 

 

4. 地下構造モデルのバリデーション 

強震動予測のための地下構造のモデルに要求さ

れる性能のなかで最も重要なことは，観測された地

震動の説明能力である。構築した地下構造モデルに

よって，地震の際に観測された地震動の特徴がどの

程度よく説明することができるかを検証しなければ

ならない。上記の３次元 S波速度構造モデルを用い

て中小地震による地震動のシミュレーションを行う

ことにする。 

ここでは，1990 年 2 月 20 日の伊豆大島近海の地

震(Mj6.5)を検討に用いることにした。この地震は，

比較的規模が大きい浅い地震であり，関東平野では

顕著な振幅のやや長周期地震動を含んだ記録が得ら

れている。また，著者らは，既往の３次元地下構造

モデルを用いて，この地震による地震動のシミュレ

ーションを実施している（山田・山中 2003）。 

計算には，笠松・山中（2006）と同じ差分法を用

いることにして，上記の地下構造モデルを最小格子

間隔 400m の食い違い差分格子に離散化した。この

モデルの最小Ｓ波速度は 0.4km/s となるので，本研

究で用いた計算機の性能の範囲で計算精度が確保で

きる周期は周期５秒より長周期帯域となる。そこで，

以下の検討では，周期５秒よりも長周期成分を対象

とすることにした。ここでは，山中・山田（2002）

の 3次元モデルを用いた計算結果とも比較すること

によって地下構造モデルの見直しによる効果を検討

するために，シミュレーションの計算パラメータ，

震源モデルに関するパラメータおよび地震基盤より

深い地殻やマントルの構造は山田・山中（2003）と

同じものを用いることにした。 

図６には，検討に用いた地震記録が得られてい

る観測点およびこの地震の震央の位置を示す。図７

には，観測波形と今回作成した S波速度構造モデル

を用いて計算された波形の比較が示されている。さ

らに，参考のために，山中・山田（2002）の 3次元

モデルを用いた計算波形も図には示されており，地

下構造モデルの違いが及ぼす計算結果への影響を比

較できる。これらの図中のすべての波形は，周期５

～20 秒のバンドパスフィルター処理をした速度波

形である。全体的に各観測点での観測波形にみられ

る顕著な位相や振幅の大きい部分の継続時間が計算

により概ね再現されている。ENS－KTO の間の観測

点では，山中・山田（2002）のモデルに対する計算

波形に比べて，後続する位相の部分で振幅が大きく

なり，その様子が観測記録のそれに近くなっている。

とくに，YKH（横浜）や TOK（東京）や KTO（江東）

での 2つのモデルの差は大きく，今回の結果のほう

がよく観測波形を説明している。しかし，東京湾東

岸の姉ヶ崎（ANG）や千葉（CHB）では，観測波形の

一致度はあまり改善されていない。場所によっては，

どちらかというと山中・山田（2002）のほうが観測

結果に近くなっている。 

図８には，EW 成分の 5%減衰の擬似速度応答スペ

クトルの比較が示されている。この図では，観測波

形と２つのモデルでの計算波形に対する速度応答ス

ペクトルが比較されている。上述のように，OFN

（大船），YKH，KTO では，今回の計算波形の応答

スペクトルの卓越周期や振幅レベルが観測スペクト

ルと非常によく一致している。さらに，東京湾から

やや西方に位置している FCN（淵野辺），NGA（長

津田），MTK（三鷹）においても，両者はよく一致

しており，山中・山田（2002）のモデルに比べて，

今回のモデルのほうが観測記録を説明できている。

一方，東京湾東岸の観測点（FTU や CHB）では，計

算では振幅が過小評価され，観測にみられるピーク

周期も計算結果では明確ではない。FTU（富津）で

は，山中・山田（2002）と同程度にしか観測記録を



 

 

説明していない。さらに，CHB では，山中・山田

（2002）のほうがより観測スペクトルを説明してい

る。しかし，千葉県北部の NRS（習志野）では，ピ

ーク周期が今回のモデルによって説明できている。

このように，全体的にみて，本研究で構築したモデ

ルによって多くの地点で観測されたやや長周期地震

動の特徴的な部分が説明でき，地下構造モデルの妥

当性が検証できたものと考えられる。しかし，詳し

くみると，まだ観測値と一致しているとは言い難い

地点もある。とくに，東京湾東部では，モデルの修

正が今後さらに必要である。 

 

図６：1990 年 2 月 20 日伊豆大島近海の地震の震央

と観測点の位置 

 

 

5.まとめ 

やや長周期強震動を評価するための深部地盤の

Ｓ波速度構造モデルを構築することを目的として，

関東平野において実施された微動探査によるレイリ

ー波の位相速度データを収集した。さらに，収集し

たデータの密度の低い地域において微動探査を実施

し，位相速度データを得た。これらの位相速度に対

して逆解析を行い，各地点において地震基盤に至る

１次元 S波速度構造を推定した。これらの結果をま

とめて，関東平野の深部地盤の 3次元Ｓ波速度構造

モデルを構築した。地震基盤深度は，房総半島中部

では 4km 以上と深くなることがわかった。得られた

Ｓ波速度構造モデルを用いて，1990 年伊豆大島近

海の地震による地震動のシミュレーションを行い，

多くの観測点で観測記録の特徴を再現することがで

き，モデルの妥当性を確認することができた。今後，

他の地域に震源を持つ中小地震による地震動のシミ

ュレーションを実施し，今回構築した 3次元モデル

の地震動説明能力を調べていく必要がある。 さら

に，東海地震など将来想定される巨大地震による地

震動の予測を行う予定である。 

 

謝辞 

微動探査データの一部は，横浜市，川崎市，神奈川県，

東京都，千葉県の各自治体の調査によるものです。また，

 

図７ 観測記録と計算波形の比較．各観測点では，観測された速度波形，山中・山田（2002）による地下

構造モデルに対する計算速度，本研究によるモデルに対する計算速度波形を示す． 



 

 

多くの方々には，微動の位相速度データをご提供頂きま

した。心より感謝いたします。本研究で実施した微動観

測に際しては，東京工業大学大学院総合理工学研究科の

大学院生諸君をはじめとして多くの方々のご協力を頂き

ました。1990 年伊豆大島近海地震の強震記録は，気象庁

により観測されたものおよび日本建築学会のデジタル強

震データ集によるものです。記して，感謝いたします。 

 

参考文献 

千葉県：平成 15 年度千葉県地下構造調査に関する調査成

果報告書，地震調査研究推進本部ホームページ,2003． 

地質調査所:コンピュータグラフィックス日本列島の地質

CD-ROM,1995． 

江藤公信・元木健太郎・山田伸之・山中浩明・瀬尾和

大：2004 年紀伊半島南東沖の地震の関東平野におけ

るやや長周期地震動と深部地下構造の関係，2005 年

日本建築学会学術講演梗概集，構造２，273-274,2005． 

Hayakawa, T., T. Furumura, and Y. Yamanaka: 

Simulation of strong ground motions caused by 

the 2004 off the Kii peninsula earthquakes, 

Earth Planet Space, 57, 191-196,2005. 

笠松健太郎・山中浩明：中小地震の地震動シミュレーシ

ョンによる 2004 年新潟県中越地震震源域の深部地盤

構造モデルの構築，物理探査，59，475-484,2006. 

神奈川県：平成 14 年度神奈川県地下構造調査に関する調

査成果報告書，地震調査研究推進本部ホームペー

ジ,2002）． 

神野達夫・工藤一嘉 : 微動アレイ観測による地下構造の

推定と地盤の増幅特性, 日本建築学会大会学術講演梗

概集, 構造２，249-250,1998． 

神野達夫 ：深部地下構造を考慮した設計入力地震動に関

する研究，東京大学博士論文,2001． 

川崎市：平成 12 年度関東平野の地下構造調査に関する調

査成果報告書，地震調査研究推進本部ホームペー

ジ,2000． 

小山 信・瀬尾和大：佐間野隆憲：熊谷地方気象台の地震

観測記象に認められる顕著な後続位相，日本建築学会

構造系論文報告集，440，221-227,1992． 

駒澤正夫・長谷川功：関東地方の重力基盤に見える断裂

構造、地質学論集、31、57-74,1988. 

工藤一嘉：やや長周期地震動と深部地盤構造，第２回地

震防災シンポジウム講演概要集，物理探査学会，11-

18，2006,2006． 

松岡達郎・梅沢夏実・巻島秀男 ：地下構造推定のための

空間自己相関法の適用性に関する検討, 物理探査, 49, 

26-41,1996. 

松岡達郎・白石英孝 ：関東平野の深部地下構造の精査を

目的とした微動探査法の適用性－埼玉県南部地域の三

次元Ｓ波速度構造の推定－，物理探査，55，127-

143,2002． 

鈴木宏芳 ：首都圏における深部地質構造と地震活動, 地

学雑誌, 108, 336-339,1999. 

東京都(：平成 15 年度 23 区内微動アレイ探査委託（その

２）に関する調査成果報告書，地震調査研究推進本部

ホームページ, 2003． 

田中康久・池上泰史・小林励司・三宅弘恵・纐纈一起：

首都圏の強震動評価：1923 年関東地震の地震動シミ

ュレーション，日本地震学会講演予稿集，266, 2005． 

10-1

100

101

2 5 10 20

OFN EW

OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)

10-1

100

101

2 5 10 20

YKH EW

OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)

10-1

100

101

2 5 10 20

KTO EW

OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)

10-1

100

101

2 5 10 20

FTU EW

OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)

10-1

100

101

2 5 10 20

CHB EW

OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)

10-1

100

101

2 5 10 20

NRS EW

OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)

10-1

100

101

2 5 10 20

FCN EW
OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)  

10-1

100

101

2 5 10 20

NGA EW

OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)

10-1

100

101

2 5 10 20

MTK EW

OBS
This study
YY2002

PS
V 

(c
m

/s
)

PERIOD (s)  

図８：速度応答スペクトルの比較 



 

 

田中貞二・吉沢静代・大沢 胖：やや長周期帯域における

強震動の特性，東京大学地震研究所彙報，54，629-

655,1979. 

Yamanaka, H., K. Seo, and T. Samano ： Effects of 

sedimentary layers on surface-wave propagation, 

Bull. Seism. Soc. Am., 79, 631-644, 1989. 

山中浩明・石田 寛： 遺伝的アルゴリズムによる位相速

度の逆解析, 日本建築学会構造系論文集，468, 9-

17 ,1995. 

山中浩明・山田伸之 ：微動アレイ観測による関東平野の

３次元Ｓ波速度構造モデルの構築, 物理探査，55，

53-65, 2002. 

山中浩明・山田伸之・駒場信彦：レイリー波の位相速度

に基づく関東平野の 3 次元 S 波速度構造，第 111 回物

理探査学会学術講演論文集，65-66, 2004. 

山田伸之・山中浩明：関東平野における地下構造モデル

の比較のための中規模地震の地震動シミュレーション，

地震，56，111-123, 2003. 

横浜市：平成 12 年度関東平野（横浜市域）の地下構造調

査に関する調査成果報告書，地震調査研究推進本部ホ

ームページ, 2000． 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


